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原因や背景に関する精神医学や教育の立場の諸氏

の論述を整理してみると、大きく分けて、その子

どもの持つさまざまな発達障害の指摘4)、学校シ

ステムの問題からの見解5)、および、社会・家庭

環境の影響を指摘するもの6)の三者があった。

以上の「荒れ」もしくは「新しい荒れ」をめぐ

るとらえの中で、着目したいのは「日常性」であ

る。日常の子どもの学校内外の生活における困難

やストレスを、終始、とらえていく必要が感じら

れる。たとえば、村山の定義上の二つ目に分類さ

れていた遊び的・欲望発散的なもの、かつ、尾本

の指摘する小学校低学年に浮上するという崩壊現

象は､子どもにとって深刻であるにもかかわらず、

教師や親からは見え難いものではないだろうか。

そこで本報では、子どもが感じている困難やス

トレス、なかでも「イライラ」や「大声を出した

い」などの自覚的なストレス状態を把握し、学校

内外の学習や生活要素との関連から検討する。加

えて、教師のとらえとの違いについて考察する。
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1。はじめに

1998年に放映されたNHKスペシャル「学校・

荒れるこころにどう向き合うか」1)で一般的に知

られるようになった「学級崩壊」。学校における

「新しい荒れ」という現象は従来の荒れと比べて、

次の点が変化していると村山2)は述べている。一

つ目に、集団的・組織的なものから個人的なもの

へとなったこと、二つ目に目的がはっきりした反

抗的なものから遊び的・欲望発散的なものへとな

ったこと、三つ目に因果関係の見えるものから無

差別･衝動的な暴発へとなったことの三点である。

一方、尾本3)は「学級崩壊」について、その質に

より小学校低学年と高学年に分け、特に低学年に

ついてF幼児期からの新しい『津波』が小学校と

いう岸壁にぶっかって、大波しぶきを上げている

現象」が「学級崩壊」であるとし、小学校に限定

されると述べている。この「荒れ」や問題行動の
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2。研究の方法

愛知県内のN町とK市の計5小学校(A~E校)

において、児童は2年生から4年生1444名、担

任教員・養護教諭については協力を得られた42

名を対象とし、無記名式質問紙調査を行った。期

間は2003年10月22日~11月13日であった。

質問紙内容は、児童と教員で異なる。児童対

象用は計14の質問項目からなる。すなわち秦の

調査7)を参考に、ストレスを左右する要因と考え

られた学校内外の生活要素、すなわち、「朝食を

しっかり食べる」「もっと友達と遊びたい」「塾

や習い事」「授業が楽しい」「給食が楽しい」「掃

除が楽しい」「先生のことをもっとよく知りた

い」「クラスにあまり一緒に遊ばない子がいる」

[親にテストや通知表を見せたい]および「テス

トで悪い点をとらないか心配」の10項目を選定

した。これに、自覚的なストレスを推し量る項目、

すなわち「イライラしたりむかついたりすること

がある」、[理由なく大声を出したいと思うこと

がある]、「学校で嫌なことがあって頭やお腹が

痛くなる」および「学校へ行くのは楽しい(楽し

くない)」の4項目を加えた。 4つ目の項目[学

校へ行くのは楽しい]については、質問紙では、

「楽しい」かどうかを尋ね「いいえ」の回答者を

着目することとした。回答はいずれも「はい・い

いえ」で求めた。一方､教員用は6項目からなり、

教師から見た子どものストレスの有無や原因など

を問うもので、記述式による回答を中心とした。

児童対象調査の回収数は1407であったが各質

問に対し無回答が一つでもあるものを除いた

1287を有効回収数とした((回収率89. 1%、表1)。

教員対象調査の有効回答者数42のうちわけは、

担任教員は38、養護教諭は4であった。

統計処理は[SPSS for Windows ver. 10]によ

りクロス集計及びχ2検定を行った。記述式の回

答については、結果からカテゴリ分けを行った。

3。結 果

(1)児童対象の結果

1)学校の生活に関して

表2は、生活要素を間う10項目の質問中、学

校(内)生活に関する質問6項目の結果である。

「はい」と答えた者の人数とその割合を示した。

2~4年の学年とクロス集計したところ、「授業

が楽しい」「給食が楽しい」[掃除が楽しい]お

よび「先生のことをもっとよく知りたい」の4項

目で男女ともに有意な差が見られた｡つまり、「授

業」「給食」および「掃除」が楽しいと感じる者

もの割合は高学年の方が高いが、「先生のことを

よく知りたい」と思うかどうかについては低学年

の方が高い傾向にあった。また、「クラスで一緒

に遊ばない子がいる」については、男子にのみ有

意な差が見られ、学年が高い方がクラスで一緒に

遊ばない子がいると答える者が多い傾向にあった。

これらのことから、授業や給食や掃除といった

学校の活動の中に見いだされる楽しみや、教師へ

の関心は、学年が高くなるとやや薄らいでいく上

うである。

また、男女とのクロス集計では、「先生のこと

をもっとよく知りたい」と「テストで悪い点をと

らないか心配」かどうかという質問の2項目にお

いて、すべての学年で有意な差が見られた。これ

は、男子に比べ女子の方が「先生のことをもっと

よく知りたいjと思ったり、「テストで悪い点を

とらないか心配」と思ったりする傾向を示してお

り、友達以外の他者や評価への関心や心配を抱い

ていることが窺えた。

他の項目においては、一部有意な差が見られる

学年かおるものの、全体的に有意な差があると言

える項目はなかった。

2)学校外の生活に関して

表3は、同じく生活要素10項目中残りの4項

目で、学校外生活に関する結果である。学年との

クロス集計したところ、全体的に、先の学校生活

内の要素ほど、差は見られなかった。ただ、「親

にテストを見せたい」の項目については男女とも

に有意な差が見られ、2年生に比べ3、4年生の

方が「親にテストを見せたい」と思うものが少な

い傾向が見られた。また､女子特有であったのは、

「もっと友達と遊びたい」であり、2、3年生に

比べ4年生にそう思う者が多い傾向か見られ、女

子は今以上に友達との交流を求めるが満たされて
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表2 学校の生活要素の結果(はいの回答数)
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いないことが窺えた。

3)ストレスに関して

表4は、ストレス状態に関する4項目の結果で

ある。「はい」と答えたものを示した。学年との

クロス集計に上れば、「イライラしたりむかつい

たりすることがある」「学校で嫌なことがあって

頭やお腹が痛くなる」および「学校へ行くのは楽

しい(楽しくない)」の3項目で男女とも有意な

差が見られ、学年が高い方がそのようなストレス

を感じている者が多い頃向か見られた｡一方、「学

校で嫌なことがあって頭やお腹が痛くなる」と感

じる者は低学年の方が多い傾向にあり、身体症状

については低学年の方が不調を来たしやすいよう

である。女子のみ学年差があったのは、「理由な

く大声を出したいと思うことがある」であり高学

年の方が多かった。

(2)学校生活とストレス

次に、学校生活に関する質問項目のうち学校の

活動の「授業」「給食」および「掃除」の3項目

を選び、それらが楽しいかどうかと、ストレス状

態の「イライラする」「大声を出したい」「頭痛

腹痛がするjおよび「学校が楽しい(楽しくない)」

の4項目との間でクロス集計を行った。便宜上、

「授業が楽しいか」について「はい」と回答した

者を「授業が楽しい」群、「いいえ」と回答した

者を「授業が楽しくない」群とした。結果は表5

にまとめた。

「授業が楽しいか」どうかと4項目のストレス

表5 学校生活とストレスの関係(%)

状態とのクロス集計では、「イライラ」「大声を

出したいJF学校が楽しくない」の3項目おいて、

「授業が楽しくない」群における回答率が有意に

高かった。

同様に「給食」については、「学校が楽くな

い」において、「給食が楽しくない」群の割合が

有意に高かった。

「掃除」については、「イライラ」、「頭痛腹

痛j「学校が楽しくない」の項目において、「掃

除が楽しくない」群の割合が有意に高かった。

(3)教員対象の結果

教員に対し、「子ども達を見てストレスやプレ

ッシャーを受けていると思うか」という質問を行

ったところ、「はい」と答えるものが、担任教員

では78. 9%、養護教諭では100.0おり、多くの

教員が、子ども達はストレスを受けていると考え

ていた。

表6は、教員に対し「子ども達にとってスト

レスとなっているものは何だと思うか」という質

問を行った結果である｡この質問に対する回答は、

いくっか用意しておいたものを複数回答により回

答を求めた。結果は「親からの期待」と答えるも

のが最も多く、73. 8%であった。以下、「塾・習

いごと通い」64. 2%、[友だちとの関係]50.0%

と続いた。

表7は、「教師から見た子ども達がストレスを

記述式で回答してもらったものの結果である。

「授業・先生関係」「友人関係」「家庭関係」と
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表6 子ども達にとってストレスとなっているもの(複数回答)

いうキーワードを用意し、それぞれのカテゴリに

当てはまるよう分類した。「友だちとのコミュニ

ケーションにおいて」と答えるものが最も多く、

次いで「過剰な塾・習い事通い」を答えるものが

多かった。

「子どもたちを見て気づいたこと」の質問の

結果は、回答の自由記述を整理し表8に示した。

4。考 察

(1)子どもの感じるストレスと教師のとらえる

ストレス

児童対象アンケートの結果から、ストレス状態

に関する質問において「イライラしたりむかつい

たりすることがある」と感じている児童は約7害り、

「理由なく大声を出したい」と感じている児童は

約3害り強、「学校で嫌なことがあって頭やお腹が

痛くなる」と感じている児童は約3割弱いた。こ

れは、ストレスにさらされている子ども達の数

が少なくないことを現している。

また、学年が高い方が「イライラ」や「大声」

「腹痛頭痛」「学校が楽しくない」と感じる者の

割合が高い傾向にあったが(表5)、このことは、

2年から4年生という発達段階の特徴とともに、

学年が高くなるほど、学校生活が単に楽しい場所

ではない要素が増えることを物語っていると考え

られた。

また、学校生活の要素とストレス状態とのクロ
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スでは、特に、「授業が楽しくない」群において。

「イライラ」「大声JF学校が楽しくない」のス

トレス状態が有意に高かったことは、やはり学校

生活では「授業」が重要なウェイトをしめており、

ここでの充実度合いが､学校生活全体の充実感や、

反対にストレスの軽重をかなり支配しているので

はないかと考えられた。

一方、「教師から見た子どもたちにとってス

トレスとなっているもの」(表6、表7)の結果

をみると、「親からの期待」「塾・習い事通い」

といった学校外の要素をあげていた。ここに、子

どもの感じるストレスと教師のとらえ方に大きな

違いがあると見てよいのではないだろうか。

(2)ストレスのとらえ方

今回の調査では、ストレス=悪というとらえに

立って検討してきたが、ストレスが子ども達にと

ってプラスになるという見解が教員の自由記述の

中に見られた(表8)。つまり、困難を乗り越え

ることで子ども達を成長させる、ストレスはその

ためにあるという考え方であった。これもまた一

理あると思うが成長のため糧となるためには、大

人(教師や親)の適切な支援をどうしていくかを

考えねばならない。

5。まとめ

児童および教師を対象に、学校内外の生活とス

トレスに関する調査を行った。その結果は以下の

ようにまとめられた。

(1)児童対象アンケートの結果を学校生活と学

校外生活に分けたところ、特に学校活動において

高学年になるに従って否定的な回答をする割合が

有意に高くなる傾向が見られた。

つまり、授業や給食や掃除といった学校の活動

の中に見いだされる楽しみや、教師への関心は、

学年が高いほど薄らいでいくようである。

(2)学校の生活要素と「イライラ」などのスト

レス状態との関係を検討したところ、特に「授業

が楽しくないjと回答をする者ほど、「イライラ」

や「大声を出したい」「学校が楽しくない」の回

答率が高くストレス状態にある傾向が有意に示さ
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表7 教師から見た、子ども達がストレスを感じている状況

一一



愛知教育大学保健体育講座研究紀要 No.31. 2006

表8 子どもたちを見て気づいたこと(複数回答)
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れた。

(3)教員対象アンケートの結果により、教員は

学校外活動で子どもがストレスを感じていると考

えている者が多かった(表6)。一方、児童は学

校生活において、ストレスを感じていると考えら

れる回答が見られた(表2)。

(4)教員の自由記述では、ストレスは子どもた

ちにとって必ずしも悪いものとは言えず、ストレ

スにより子どもたちが成長していくという見解が

あった。


